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図書館だより  

Shizuoka Institute of Science and Technology Library 

 

図書館では、フレ
ッシュマンセミナ
ーの１コマで新入
生全員に図書館ガ
イダンスを行って
います。これからの
学習に役立てても
らうために、大学図
書館の役割や機能、

施設・設備の利用方法や資料の探し方などを説明し、授業
の後半では自分の興味のあるテーマのキーワードで図書
館の本を検索し、棚から本を探してカウンターで借出す練
習までをしています。検索や書架での探し方に⼾惑うこと
もありますが、職員が分かりやすくアドバイスをしながら
進めています。探し方のコツを掴むことで図書館を効率的
に活用し、より身近に感じてもらえたらと思います。 

 

2022 年 4 月 1 日より、朝日新聞記事データベース「聞蔵Ⅱビジュアル」が全面リニューアルされ「朝日新聞クロスサーチ」
に変わりました。検索画面のデザインが一新、収録コンテンツの横断検索機能も強化されています。 

 
｜収録コンテンツ 

＊図書館ホームページから 
ご利用いただけます 

図書館ホームページの「マイライブラリ」 にログインすることで、
電子ブックの大部分が学外からも簡単に利用できるようになりました。 
【利用方法】マイライブラリにログインした後、「情報」メニューの 
リンクをクリックしてください。 

＊教職員は学認（GakuNin）によるリモートアクセスが可能です 
 

 

３．朝日新聞データベースがリニューアル「朝日新聞クロスサーチ」へ 
企画展示「ＳＤＧｓ関連図書」知ることから始めよう！ 

４．電子ブック：マイライブラリを経由した学外からの利用が可能に（学生対象） 

１．新入生向けの図書館ガイダンスを実施 
 

５. 本学教員の著作物紹介 

２．LA 読書会を開催しました！ 
企画展示「ＳＤＧｓ関連図書」知る5 月 31 日、LA の学生が読書会を開催。LA の
読書会は、毎回テーマを設定し、参加者がテー
マに合わせて本を持ち寄り紹介や感想を自由
に話す会です。今年度初回のテーマは「私の推

お

し本」。参加した 6 人の学生の持ち寄った本は、
純文学からミステリ、SF、ミリタリーなど、そ
れぞれの個性を反映した幅広いものとなり、本
を通しての会話が弾みました。 

朝日新聞 （全国版 1985 年8 月〜 当日朝刊記事 / 地域面 1988 年 6 月〜） 
2005 年 11 月〜切り抜きイメージ（PDF 形式）での表示が可能 

週刊朝日（2000 年 4 月〜）、AERA（1988 年 5 月〜）全文記事データベース 
 現代用語事典 知恵蔵（最新版を更新）              など 

〇電気電子工学科 東城友都 先生 共著 
『リチウムイオン電池・全固体電池の材料技術』 

櫻井庸司編著/稲田亮史ほか著，科学情報出版，2021.11 
所在：展示架（⻄閲覧室） 572.12/Sa47 

〇建築学科 脇坂圭一 先生 編著 
『光･熱･気流 環境シミュレーションを活かした 

建築デザイン手法』  ひつじ書房, 2022.05 
所在：展示架（⻄閲覧室） 525.1 /W33 
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  太⽥ 達⾒ 先生(建築学科) に聞く  

「趣味人より，眼光紙背のすすめ」

今回の読書への羅針盤では、建築学科の太田達
見先生にお話を伺いました。  

太田先生は建築の中でも、材料や施工、鉄筋コ
ンクリートの耐久性・品質評価などを専門とし、
具体的には、コンクリートの乾燥収縮ひび割れや
流動性が高いコンクリートなどを研究されてい
ます。  

太田先生は幼少の頃、小学館の図鑑を片手に植
物採集や昆虫採集に没頭していたそうです。その
後の学生時代は、鉄道旅行や鉄道模型にのめりこ
むいわゆる鉄道オタクで、電車の時刻表を見て自
分の目に見えない場所で電車がどのように運行
されているのか想像して楽しむほどだったとか。
そんな太田先生ですが、現在はオーディオ・音楽
鑑賞・写真撮影・ゴルフ・旅行・食べ歩き等多く
の趣味をお持ちです。趣味について話す先生はま
さしく凝り性な性格で、好奇心が底をつかないと
いった印象でした。  

太田先生がこれまでに読んで印象に残った本
について伺うと、井上靖の『夏草冬濤』と司馬遼
太郎の『坂の上の雲』を挙げてくださいました。
井上靖の少年時代の体験をもとに書かれた『夏草
冬濤』は、太田先生の子供時代と重なる部分があ
り特に印象深いとのこと。他にも太田先生の趣味
に関連した、宮脇俊三(鉄道作家)・夏坂健（ゴル
フ作家）・玉村豊男（グルメ作家）などマニア的な
作家の作品を愛読なさっていたそうです。  

次に、太田先生に本学の学生の印象について伺
ったところ、「文章力に劣る」と厳しい一言。主語
述語の不一致、口語を使う、意味が伝わらない
等々、とにかくひどいとのご指摘。一方、学生の
良い側面として、バイタリティがあり、目標を見
つけると全力で取り組む学生が多いとおっしゃ
ってくださいました。  

また、学生にお薦めする本を伺ったところ、「私
からは薦めない」ときっぱり。学生には、自分の
感性に合う本を自分自身で探す努力をしてほし
いとのこと。先生曰く、「自分の興味が湧く作家
やジャンルの本を読み通すことが重要。文章を読
み慣れることで言葉の裏に潜む感情や意図が汲
み取れるようになり、同時に文章表現力も身につ
くはず。読書は好きでなければ⻑続きしない。ま
ずは、書棚と対峙して自分の“好き”を見つけ、深
く本を読み込むべし。」  

最後に学生に向けてメッセージをお願いしま
した。  

「とにかく学生時代に自分の好きなものや目
標を見つける努力をしてください。探せば必ず一
つは見つかるはずですから。」  

この文章を読んだそこのあなた。ぜひ、自分が
夢中になれる何かを見つけに図書館へ赴いてみ
てはいかが？  

太田先生、今回はお忙しいなか取材をさせてい
ただきありがとうございました。 

インタビュー・記事︓建築学科４年 内藤 魁⼈ 
 

 
 
 
 
 

  

読 書 へ の 羅 針 盤 

某県某市、成南電気工科大学
――（略）数ある部活の一つに『機械制御研究部』が
あった。 
 略称【機研（キケン）】。 
新⼊生の元⼭と池⾕は、部⻑の上野に連れられてキケ
ンを訪れる。それが、とんでもない⻘春時代になるこ
とと知らずに…。そして元⼭たちが卒業してから数年
後…。 
涙はあるかは分からないけれど、笑いはある。大いに
ある。実際にやったら怒られるだけでは済まないけれ
ど、経験してみたくなる⻘春が詰まっている作品です。 

電気電子工学科３年 伊藤大登 

 
主⼈公は私⽴鯉ヶ窪学園の探偵部副部⻑であ
る霧ヶ峰涼です。ミステリーというジャンル
でトリックはきちんとしていますが、コミカ
ルで面白いネタが多く、全体を通して殺⼈は
起こりません。そのため、本をあまり読まない
⼈や、殺⼈系が苦手でミステリーを普段読ま
ない⼈も気軽に読むことができる作品となっ
ています。短編なので忙しくても読みやすく、
シリーズ化しているので気に⼊ったらそちら
も読んでみていただきたいです。 

物質生命科学科 ３年 海野裕⺒⾹ 
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  推  薦  図  書    

『世界は分けてもわからない』  福岡伸一  著  (講 談 社 現 代 新 書 )

はじめに自己紹介を。  
>松本 様  
>1970 年代に読んだ本で、ジョージ・オーウェルの
> “1984”をテーマに 2001 年まで、  
>ドネラ・メドウズの”Limited Growth”のテーマで
>2002 年から開発やってます。  
>これからよろしく。  
>〇〇 〇〇   

上記は、私の恩人の 1 人である M さん(本人は
恩人ではなく友人だと言い張っている)との初対
面挨拶の翌日に戴いた私宛の自己紹介メールの全
文です。文末の〇〇は M さんの氏名で、それ以外
は全てメールの原文のまま、ホントにこれだけの
メールでした。  

は!?と思い、この短いメールを何度も読み返しま
した。  

衝撃を受けました。  

この短いメールには 1,000 字費やしても説明し
きれない、M さんの研究内容やその経緯、それだ
けでなく矜持・野望・熱意が込められていることが
強く伝わってきました。  

こんな自己紹介の方法があるのかと、しばらく
茫然とモニタを眺めていたことを覚えています。  

上記は、本という共通言語を用いたメッセージ
です。  

その本を読み、そして単に読了しただけでなく、
そこから何かを感じ取れた者同士でしかその真意
を意思疎通できない、一種の暗号文といっても良
いものかもしれません。  

時間が経つほど次第にジワジワと胃の腑に落ち
てくる M さんのメッセージに感じ入りながら、一
方で、M さんに対話相手として認めてもらえたよ
うに思え、とても嬉しい気持ちになったことを覚
えています。  

いつか私も M さんの真似をして自己紹介をして
みようと思いながらもう10 年ほど経ってしまいま
した。  

聞けばこのコラム、学生の皆さんへの本の紹介
を目的としたものとのことですし、私もちょうど
本学に赴任して間もない状況。  

折角の機会ですので、M さんの真似をしてみよ
うかと思います。 

みなさん、はじめまして  
若い頃はいろいろ失敗しましたが、最近ようやく  
”世界は分けてもわからない”  
という意味がわかりかけてきています。  
これからよろしく。 
 

【所在】西閲覧室  460.4 / F82 

松本 健作 先生（土木工学科）  
一 手 指 南    

そのほかの新刊情報は▶図書館Web サイト＞蔵書検索＞カテゴリ検索＞新着リスト 
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開館時間：■9：00〜18：00   ■9：00〜20：00   ■9：00〜16：00    休館日：■ 

 
●  ７月 18 日、９月 23 日（祝）の開館時間 9:00〜18:00    ｜ ● 7 月 30 日（土）定期試験中開館日 9:00-16:00 
●  8 月 3 日（水）〜9 月 20 日（火）までの開館日の開館時間 9:00〜18:00 
● 【休館】 大学夏期休業 8 月 6 日（土）〜14 日（日）      ｜ ● 【休館】 法人全体研修 8 月 29 日（月） 
● 【休館】 大学指定の休日 8 月 15 日（月）、26 日（金）、9 月 5、 12 日（月） 

※開館カレンダーは、状況により変更される場合があります。最新の情報は図書館ウェブサイトをご確認ください。 
 

【編集後記】ポストコロナの世界がはじまりそうですね。感染予防を念頭に、対面のコミュニケーションを含めた人々の
活発な動きが戻ってくることを願っています。図書館でもさまざまなイベントを企画していますので、ご注目ください。 

静岡理工科大学図書館報  No.73      2022年６月１日発行 
編集･発行：静岡理工科大学附属図書館 〒437-8555 袋井市豊沢2200-2  E-mail: tosyokan@sist.ac.jp 

TEL: 0538-45-0231  FAX: 0538-45-0230  URL: https://www.sist.ac.jp/about/facility/lib/ 
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「
生
き
て
い
る
図
書
館
」 

図
書
課 

古
橋
裕
子 

 

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
で
静
ま
り
返
っ
た
都
市
、
マ
ス
ク

を
着
け
距
離
を
取
っ
て
行
列
に
並
ぶ
人
々
…
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
は
、
私
た
ち
に
ま

る
で
世
界
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
印

象
を
与
え
ま
し
た
。
当
館
で
も
、
臨
時
休
館
や
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
、
遠
隔
授
業
へ
の
対
応
、
ラ
ー
ニ
ン
グ

コ
モ
ン
ズ
閉
鎖
や
閲
覧
席
の
間
引
き
、
消
毒
作
業

等
、
当
た
り
前
を
覆
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
経
験

を
し
た
２
年
間
で
し
た
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
か
う

今
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
図
書
館
は
ど
う
な
っ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
か
。 

古
い
時
代
の
大
学
図
書
館
と
し
て
エ
ジ
プ
ト
の

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
図
書
館
が
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
図
書
館
の
歴
史
は
古
く
、
古
代
文
明
の
時
代

か
ら
文
献
を
収
集
・
保
管
し
、
知
の
殿
堂
、
学
術
研

究
の
中
枢
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
姿
は
、
こ
の
数
十
年
の
間
に
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。
大
学
と
共
に
昨
年
開
館

周
年
を
迎

え
た
当
館
は
、
常
に
変
化
の
中
に
あ
っ
た
と
も
い

え
ま
す
。 

特
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
デ
ジ

タ
ル
化
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

と
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
い
ま
は
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
簡
単
に
蔵
書
を
検
索
で

き
、
論
文
は
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
か
ら
す
ぐ
閲
覧
で
き

ま
す
。
当
館
で
は
開
館
時
か
ら
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、

年
前
に
は
、
１
件
ず
つ
文
献

目
録
を
調
べ
、
カ
ー
ド
目
録
を
引
い
て
所
蔵
を
調
べ

て
い
た
ら
し
い
よ
、
と
言
っ
て
も
今
の
学
生
に
は
想

像
も
つ
か
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
学
修
形
態
の
変

化
に
よ
り
、
図
書
館
は
、
書
架
に
囲
ま
れ
た
静
か
な

場
所
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
等

に
対
応
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
併
せ

持
つ
、
多
様
な
役
割
を
果
た
す
場
所
に
変
わ
り
ま
し

た
。 こ

の
よ
う
に
、
社
会
の
要
請
や
変
化
に
応
じ
て
変

わ
っ
て
き
た
図
書
館
で
す
が
、
施
設
に
大
き
な
変
化

が
な
く
て
も
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
や
新
学
科
の

設
置
、
国
の
方
針
な
ど
の
要
因
か
ら
、
収
集
す
る
資

料
や
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
そ
の
時
々
の
課
題
に

向
き
合
い
な
が
ら
常
に
変
わ
り
続
け
て
い
ま
す
。 

学
生
満
足
度
調
査
で
は
、「
学
内
の
お
気
に
入
り

の
場
所
」
と
し
て
多
く
の
学
生
が
図
書
館
と
回
答

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
学
生
の
館
内
で
の
過
ご
し

方
を
見
て
い
る
と
、
コ
ロ
ナ
前
後
か
ら
行
動
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
あ
り
つ
づ
け
ら
れ

る
よ
う
、
敏
感
に
、
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
変
化

し
続
け
る
図
書
館
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

年
、

年
後
の
図
書
館
は
ど
の
よ
う
な
姿
に

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
の
理
想
の
図

書
館
と
は
？ 

―
―
ぜ
ひ
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。 

mailto:tosyokan@sist.ac.jp
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